
食料
FOODFOOD

むだにしない                       欲しがらない
Waste not                                                  Want not

 for young people · by young people · about young people      日本語版 2013 Vol.1（通巻31号）

青少年のためのＵＮＥＰ（国連環境計画）機関誌



この日本語版は、FSC®認証紙を使用
し「植物油インキ」を使い、ISO14001
認証工場において「水なし印刷」で印刷
しています。
また、省資源
化（フィルム
レス）に繋が
るCTPによ
り製版してい
ます。

UNEPは
環境にやさしいやり方を、

世界中で、そして同時に自分たち
自身の行動の中で推進しています。

本誌は持続可能な形で管理された森林からの
100％無塩素漂白パルプ紙を使用し、植物ベー
スのインクやその他環境に配慮した手法を採用
しています。我々の方針は、流通にともなう二
酸化炭素排出量を低減することです。

TUNZA 
インターネット上でも
見ることができます。
英 語 版→www.unep.org
日本語版→www.ourplanet.jp

＜英語版＞ Vol.10  No.3

United Nations Environment Programme (UNEP)
PO Box 30552, Nairobi, Kenya
Tel (254 20) 7621 234 
Fax (254 20) 7623 927 
E-mail uneppub@unep.org
www.unep.org

Director of Publications Nick Nuttall 
Editor Geoffrey Lean
Special Contributor Wondwosen Asnake 
Youth Editor Karen Eng 
Nairobi Coordinator Naomi Poulton
Head, UNEP’s Children and Youth Unit 
 Theodore Oben
Circulation Manager Mohamed Atani

Design Edward Cooper, Ecuador
Production Banson
Cover image Chanta Chaiyapol/UNEP/Bayer

Printed in Malta

The contents of this magazine do not necessarily refl ect the 
views or policies of UNEP or the editors, nor are they an offi cial 
record. The designations employed and the presentation do not 
imply the expression of any opinion whatsoever on the part of 
UNEP concerning the legal status of any country, territory or city 
or its authority, or concerning the delimitation of its frontiers 
or boundaries.

はじめに 3

十分ってどのくらい？ 4

土に生きるという選択 6

モー・ファラー：「心が しめつけられる」 7

むかしむかし… 8

世界があたたまると… 10

食料か燃料か？ 10

別の方法 12

ファーミフィケーション 12

食料を作るには虫や動物がいなくちゃ！ 14

驚きの穀類 16

問題を正しくとらえている？ 18

今あるものを最大限利用 18

天然漁業の終わり 20

７つのスパイス 22

こどもエコクラブの環境への取り組み 24

東レの環境への取り組み 26

飢えに力強く立ち向かう 28

＜日本語版＞　通巻31号
編集兼発行人：宮内　淳
編集・発行所：公益財団法人地球友の会
　　東京都中央区東日本橋2-11-5（〒103-0004）
　　電話03-3866-1307  FAX 03-3866-7541
翻訳者：株式会社HORSE PARK INTERNATIONAL
八島玲子／赤樹結香／山田真琴／松井光代／佐藤泉
制作：（株）セントラルプロフィックス
印刷・製本：（株）久栄社
用紙提供：三菱製紙（株）
協力：東京都中央区
Printed in Japan

＊「TUNZA」日本語版は、日本語を母国語とする人々の
ために国連環境計画（UNEP）に代わって出版するもの
で、翻訳の責任は公益財団法人地球友の会にあります。

＊本誌の無断複写（コピー）は、著作権法上での例外を除
き禁じられています。

ＵＮＥＰは、ドイツに本社をおくヘルスケア・
農作物保護・先進素材科学の多国籍企業
バイエルと連携して、若者の環境意識を高
め、子どもたちや青少年が世界的に環境問
題に関心を持ってくれるよう活動しています。

2004年に締結されたＵＮＥＰとバイエルの
パートナーシップ契約は、2007年および
2010年に更新され、2013年まで延長され
ています。それに基づいて両者の協力関係
のもとで実行されているプロジェクトには、
以下のものがあります。

機関誌「ＴＵＮＺＡ」；国連子供環境ポスター
原画コンテスト；ＵＮＥＰ・ＴＵＮＺＡ国際青
年／子供会議；アフリカ、アジア太平洋、ヨー
ロッパ、ラテンアメリカ、カリブ、北アメリカ、
西アジアにおける青年環境ネットワーク；バ
イエル青少年環境使節プログラム；東ヨー
ロッパでの写真コンテスト「エコロジー・イン・
フォーカス」

ＵＮＥＰとバイエルの長期にわたるパート
ナーシップは、お互いにとって手本となる官
民パートナーシップになりました。　

TUNZAの最新ニュースは

http://tunza.mobi

またはフェイスブック

 www.facebook.com/TUNZAmagazine へ

～「Ｔ
ツ ン ザ

ＵＮＺＡ」とは、スワヒリ語で“愛をこめて大切にあつかう”という意味です～

もくじ

この冊子を作成した際に関わったCO2排出量を削減するため、
２トンの排出権（J-VER）をEVIを通して購入・オフセットし、日本
の森と水を守ります。 https://www.evic.jp/evi/top.jsp
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国連食糧農業機関（FAO）によると、飢えに苦しんでいる人は、
今では20年前に比べて1億3,000万人減ったそうです。
1990年から1992年にかけて、世界には栄養不良の人が約

10億人いましたが、今では8億7,000万人になりました。これは8人に1
人の割合です。

ミレニアム開発目標（MDGｓ）では1990年から2015年の間に、飢えに
苦しむ人の割合を半分に減らすとしています。そしてFAOによると、飢
えに苦しむ人がまだこんなに大勢いるものの、わたしたちは目覚ましい
前進を遂げています。栄養不良の人の割合は1990年から1992年の間
と2010年から2012年の間を比べると、3分の1も減っているというの
です。これは割合や比率だけの話で、その裏にひどい飢餓の実態が隠
れているのでしょうか？ 

実をいうと、世界の農家がこの50年間、驚くほどがんばったのです。世
界の人口は、約30億人から今では70億人以上に増加しました。しか
し飢えに苦しむ人の数は、ほとんど変わっていません。つまり50年前よ
り約40億人多く養っているわけです。しかも、耕地面積はそれほど増
えていません。

しかし数字の裏には、情けない話が隠れています。UNEPのアッヘム・
シュタイナー事務局長は次のように説明しています。「わたしたちは1
日1人当たり4,000キロカロリー以上の食料を生産していますが、平均
2,800キロカロリーしか消費者の口に届いていません。残りは失われた
か、むだになったか、捨てられたか、そのいずれかです。人が管理する
食物連鎖の効率を高めるだけで、増えていく人口も含めて人類全体を
養うことができるのです。土地をこれ以上農地に変える必要もないの
で、野生の動物や鳥や魚が生きのびるのには良いことです」。

わたしたちの多くが、お皿に盛りつけて、残し、捨ててしまっている食べ
物のことを考えてみましょう。世界の学校給食の35%はそうやって捨て
られています。あるいは、買ってきて冷蔵庫に入れたまま食べない物も
あります。英国では毎年、なんと17万7,400トンのジャガイモ、32万8,000
トンのパン、17万8,800トンのリンゴ、16万1,000トンの肉や魚の料理
がそのまま、手もつけられずに捨てられています。合計すると、英国で買
われたすべての食べ物のうち、重さにすると45%、値段にすると61%が
ごみとして捨てられています。合衆国ではそれより少しましで、新鮮な
くだものや野菜の最大4分の1が、農場から食卓に届く間に失われて
います。全体で失われ、捨てられている食品を合わせると、収穫量の約
40から50%になります。このような数字を見ると、先進国では食料の
値段が安すぎるのではないかという疑問がわいてきます。

しかし途上国でも、食品ロスはかなりの量にのぼります。もっとも、途上
国ではおもな元凶は腐敗と害虫です。たとえばアフリカでは、水揚げし
た魚の約30%が捨てられたり、漁獲後にロスとなったり、腐ったりして
失われています。また農作物は、植え付けから収穫までの間に、本来あ
るべき収穫量の20%から40%もの損失が出ることがあります。

「食料の流通、販売、消費という点で、ぜひとも必要なのは技術革新で
す」と、シュタイナー事務局長は語っています。「また、栽培方法につい
ても同じことが言えます。何百万人もの人にとって、それが生死の分か
れ目になりうるのです」。

はじめに

第21回「国連子供環境ポスター原画コンテスト」で、合衆
国の13歳、ダイアナ・ファンさんの作品がグランプリに選
ばれた（上画）。バイエル社のマイケル・プレウス博士の言
葉を借りると、これは「若い世代の期待と不安を表してい

ます」。

今号のTUNZAの表紙には、5位に
入賞したタイのチャンタ・チャイヤポー
ルさん（14歳）の作品を使っている。

EDITORIAL
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十分ってどのくらい？How much is enough?

　飢え、肥満、廃棄物――これはむずかしい問題だ。飢えや食料不足が伝えられるのと同時に、肥満が世界の健康上の大きな問題になっていると
いう。また、干ばつに見舞まわれた農地や乱獲された漁場の話を聞く一方で、大量の食料が産地から消費者に届くまでの間にむだになっていると
いう話もある。どうもつじつまが合わないように思えてならない。
　実はわれわれは、すべての人を養えるだけの食べ物をちゃんと生産しているのだ。現在、世界では、1人1日当たり4,000キロカロリーあまりを
摂取できる食料を生産しているが、消費者に届くのは1日当たり平均2,800キロカロリーほどである。最も多いのはアメリカ合衆国で、1人1日当
たり平均3,770キロカロリー、それに対してインドでは1日当たり2,300キロカロリーだ。人々が健康で生産的な生活を送るための最低限の栄養
として、国際的に合意された1日約1,800 キロカロリーに達していない国は、世界で3か国しかない。

「どう考えようとも、食べ物の基本的な役割は、体と脳が機
能できるようにエネルギーと栄養を与えることです。そ
れ以外の“どのくらいが十分か”は、きわめて主観的なこ

とです。

基本的なニーズが満たされていると、経済や文化、社会的なことが優
先されるので、食事に対する関心は栄養より満足するためへと変わっ
ていきます。ほとんどの国では生活が豊かになって食べ物の選択が
増え、生理学的に安全とされる量を上回る食物消費という可能性が

現実味をおびています。これは、個人の生存や長期的な食料確保全
体にマイナスの結果をもたらします。

環境を重視すれば、個人も重要ですが、わたしたち人間はこの地球シ
ステムのほんの一部にすぎないのですから、もっと広い世界である
生態圏のほうが重要です。わたしたちがものを食べるのは、地球の健
康のためでもあることを忘れてはいけません」

Ramanathan Thurairajoo、シンガポール

つために必要なカロリーとタンパク質が不
足していることだ。そして、その反対にある
のは別の種類の栄養不良、つまり肥満であ
る。こちらはカロリーが少なすぎるのではな
く、多すぎるのだ。たいてい、食物の選択が
悪くて栄養のバランスが取れていないせい
だ。

要因はたくさんあるが、第一にやはり貧困
である。貧しい人々は、加工されていて、高
カロリーだが栄養の少ない食品を食べるこ
とが多い。栄養に関する教育が足りないこ
とが、この状況に追い打ちをかけている。
また、生物学的な理由もある。人間には生ま
れつき、生き残るために食べるという習性が
ある。次に食べられるのは当分先かもしれ
ないので、いつでも食べ物があるときに食べ
ておこうという、狩猟採集民の本能が働くの
だ。しかしこれは、体を動かすことが減りつ
つある現代のライフスタイルとは合っていな
い。さらに、世界の多くの地域で、安い調理
済みの食べ物や飲み物がすぐ手に入るよう
になり、バランスのとれた食事や調理の仕方
を学ばなくてもよくなったのだ。ましてや、自
分の食べる物を栽培したり、家畜を育てた
り、狩猟したりする、このようにさらなるカロ
リーを使う活動はいらなくなってしまったの
だ。

しかし、必要以上に食べすぎている人があ
まりにも多いことに議論の余地はない。実

では、なぜ飢える人々がいるのだろ
う？　問題は、国内あるいは国ど
うしの、食料の配分と入手する機

会が等しくないということだ。約10億の人々
が、成長に必要な食料を得られないで暮らし
ている。そしてどこでも、本当に飢えの危険に
さらされているのは、貧しい人々や災害の被
害者たちだ。農村での貧困層には途上国の
自作農をしている人が多い。彼らは干ばつ、
疫病、土地の浸食の影響を受けやすく、電気
やきれいな水や下水道は使えず、医療や教育
サービスをほとんど、あるいはまったく使うこ
とができない。都市部にいる貧困層は、食料
を買うお金がなく、自分で食べ物を作ること
もできない。どの国であってもこのような貧
困は起きている。合衆国でも食料不足や適
切な栄養を取ることができない人々が5,000
万人以上いて、これはマレーシアの人口の2
倍、オランダの人口の3倍に当たる。

飢えはすでに十分すぎるくらい起きている
が、気候変動や農業資源の枯

こ

渇
かつ

や海の生き
物の乱獲など、すべてが将来の食料確保を
おびやかしている。世界人口が増加を続ける
中で、われわれはこのことに注意を払ってい
かねばならない。

少なすぎる…いや多すぎる

栄養不良とは何だろう？　飢えというのは、
おもな身体機能や筋肉の発達と、それを保

際、世界保健機関（WHO）は、2015年まで
にわれわれの3人に1人が太りすぎになると
警告している。このうち7百万人以上は肥満
になり、健康状態を悪化させ、寿命を短くし
てしまう。飢えに苦しむ8億5,000万人と合
わせると、世界人口の5人に1人が栄養不良
になるということだ。

むだにしない、欲しがらない

それからまた、むだになって廃棄される食品
がある。一般に、生産されたすべての食品の
半分までもが捨てられている。保存、包装や
加工方法が粗末なため、生産されてから消
費者の口に入るまでに13億トンの食品が腐
っている。そしてもちろん、消費者、つまりあ
なたがたやわたしが、残飯や使わなかった
ため捨てている食品については言うまでも
ない。生産、加工、流通という一連のどの地
点で捨てられることが多いかは、場所によっ
て異なる。先進国では消費者が大量の廃棄
物を出しているが、途上国では農場から消
費者に届くまでの間に出る廃棄物が多い。

このようなすべての要因が組み合わさっ
て、複雑な問題が生じている。それを解決す
るには、よく考え、体系的、計画的に状況を
変えていく必要がある。世界は、食料を与え
てくれる生態系を大事にするとともに、今あ
る食料を大切にし、もっと等しく分配する方
法を見つけなければならない。
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ロンドンに住む若者、ジェニー・ドーソンとソフィー・ゴア・ブラウン
は、食料に関するふたつの問題にがんばって取り組みつつ、困っ

ている女性に働く機会を与えようとしている。二人の社会事業「Rubies 
in the Rubble（＝がれきの中のルビー）」はチャツネとジャムの会社
で、埋立地やコンポストに送られてしまうはずだった新鮮なくだものや
野菜を利用するとともに、失業中の若い女性に職業訓練と仕事を与え
ている。ジェニーとソフィーが最初にこのアイデアを思い付いたのは、
ロンドンの卸売市場のごみ捨て場を見たときだった。そこには、ケニア
から空輸されたさやえんどうを含めて、まったく傷のない農産物がいっ
ぱい捨てられていた。二人は毎日の市場取引が終わると、品質は高くて
もあまってしまった農産物を安く買い、施設内の商品用キッチンでジャ
ムなどに作り変えている。この若い起業家二人は、最終的にはスープに
も手を広げたいと思っており、これまで2年間続けてきた捨てる物を減
らし職業訓練のチャンスを与えるビジネスモデルは、他の多くの場所で
も同じように実施できると考えている。

捨てる物の徹底利用 Making the most of waste

食品ロスと廃棄物（年間1人当たりのキロ数）
 生産・小売 消費者 合計
ヨーロッパ 190 90 280
北米・オセアニア 185 110  295
アジアの先進国 160 80 240
サハラ以南のアフリカ 155  5 160
北アフリカ、西・中央アジア 180 36 216
南・東南アジア 110 15 125
ラテンアメリカ 200 25 225

何カロリーとっている？ How many calories?

1人1日当たり平均
 3,500キロカロリー以上

 3,000－3,500キロカロリー

 2,500－3,000キロカロリー

 2,000－2,500キロカロリー

 1,800－2,000キロカロリー

 1,800キロカロリー未満

 不明

Food loss and waste, kilos per person per year
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ひいおじいさんの農場を、生産性の高い家族経営の有機農場にすること、そして他の人にも、土地で
採れたものを食べて生きるように促すこと。若い農業者、ジュリア・ブーリナキス＝ハーパーはそれに
一生をささげている。

「わたしのひいおじいさんであるジョージ・ブーリナキスは、小ア
ジアのスミルナ（現在のトルコのイズミール）からカリフォ
ルニア州サンフランシスコに移住しました。ひいおじいさん

は1918年に都会を離れ、カリフォルニア州のオーバーンという小さな町
に農場を買い、くだものを育てて生計を立てていました。わたしのおじい
さん、母、おじ、いとこたち、それにわたしも、みんなここで育ったんです。

わたしの小さいころ、この農場はほとんど休眠状態でした。1960年
代にウィルスが発生して大部分の果樹が被害に会い、おじいさんは
残った果樹ではもう暮らしていくことができなくなりました。売れるく
だものは売っていましたが、ほとんど趣味の域を超えませんでした。

でも住宅建設の波がまわりに押し寄せてくると、この6ヘクタールの
歴史のある農場を尊重し守ることが、わたしたちにとって大きな意味
を持つようになってきました。それで10年ほど前、わたしたちはもう一
度真剣に農業をやることにしました。両親とわたしで、ほとんどすべて
のことを手作業でやりました。約2ヘクタールの土地に販売用のリン
ゴ、ナシ、スモモを育てていますが、大半はひいおじいさんがはじめに
植えた木々です。はちみつを取るのと、果樹園や野菜畑に受粉させる
ために養

よう

蜂
ほう

もしています。野菜畑では自分たち用の食べ物も栽培して
います。それから卵を取るために、放し飼いの養鶏もしています。

わたしたちは5年くらい前に、有機農業にすることを決めました。有機
農業というのは、ひいおじいさんの時代にはまったくなかった考え方
ですよね。でもわたしたちは、これまでも化学農薬や化学肥料を大量
に使ったことは一度もなかったので、それが当然の流れのように思え
ました。農場は小さな生態系です。益虫も害虫もいれば、“良い”雑草も
“悪い”雑草も生えています。でもていねいに世話をすれば、その生態
系のバランスをほとんど思い通りに保っていくことができるのです。

土に生きるという
選択Choosing a life 

on the land

通常の農薬を使う代わりに、わたしたちは総合的病害虫管理（IPM）
という方法を取っています。これは害虫を監視するとともに、生け垣や
木の下にクローバー、カラシナなどの被

ひ

覆
ふく

作物を植えて益虫の働きを
盛んにするという方法で、こうすれば水の流出も減らすことができま
す。ルリツグミやコウモリやフクロウなど、害虫の天敵にも活躍しても
らっています。そして必要なときだけ、時期をじっくり見はからって有機
農薬をまいています。通常の農業よりはるかに時間と労力がいります
が、とても効果が高いのです。

くだものやはちみつは、おもに地元の農家の市場で販売しています。
これが一番楽しいですね。わたしたちの農法をお客さんに説明した
り、いろいろな話をしたり、レシピを教え合ったりするんです。みんな新
鮮な地元の食材を感謝して買ってくれますし、それを育てている農家
とつながっていることも喜んでくれます。実は今、伝統の技術がすごく
復活してきているんですよ。みんな料理や、菜園作りや、食物の保存加
工をしたがっていて、自力で家畜を育てたいという人までいるんです。
母とわたしは、裏庭農業、都会のガーデニングや、手作りについて紹介
する番組「ホームステッド・ラジオアワー」の共同司会者をしています。
みなさんには、最初は小規模でスタートするよう勧めています。都会の
庭でも、とてもたくさん収穫できるんですよ。

わたしの目標は、小規模家族経営ビジネスとしてこの農場がこれから
も自立した形で成功し続け、他の人ももっと自給自足で、食べ物に近
く、自然とつながった生活ができるよう手助けすることです。食べ物や
農業に関わるには、とてもわくわくするタイミングでしょう」

ブーリナキス＝ハーパー農場での出来事について詳しく知るには、
www.bhranch.netへ。
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モー・ファラーは、2012年のロンドン・オリンピック大会の1万
メートルと5,000メートル競技の両方で金メダルを獲得し、たちまち
ヒーローになった。同じ大会でこの2種目に優勝した選手はオリンピッ
ク史上7人目である。これは驚くべき意志の強さの表れでもあった。
「5,000メートル競技がスタートしたときは疲れを感じていましたが、
トップに立つとふんばらなければ、と思ったんです。これまで一所懸命
こつこつ練習して、長い道のりを進んできたのですから。その積み重ね
があれば、できないことはありません」。

モーはこれまで、文字通り、長い道のりを歩んできたのだった。ソマリ
アのモガディシュに生まれ、子ども時代は 「順調だった。豊かではな
かったけど、つらくもなかった」。しかし内戦が始まるとともに、「街
は無法状態におちいり、撃ち合いや殺人や誘拐が毎日のように起き
ました。わたしの家族もばらばらになってしまいました。ソマリア北部
へ引っ越した者もいましたが、わたしを含めた他の者たちは、ジブチ
の祖母のところへ行って一緒に暮らしました。その後、わたしが8歳
になったとき、父と二人でイギリスへ引っ越しました」。

モーは自分のルーツを忘れたことはない。13歳のとき学校で知り
合った妻のタニアと昨年、ソマリアを訪れた。夫妻はその目で飢饉を
見て大きな影響を受けた。「自分のふるさとの人々が十分な食べ物
がないのを見て、とてもショックでした。この人たちが生活を立て直
し、能力を発揮することができるように、自分ができることをしなけ
ればと決意して帰国しました」。

その結果、設立されたのがモー・ファラー財団だ。「あれほどひど
い状態にならなくてもすむはずです」と、モーは説明する。「肉体
的、精神的に活躍するために、栄養のある食べ物がどれほど不可
欠なものか、アスリートであるわたしたちはよく知っています。世界
には全員が食べるのに十分な食料があるのに、8人に1人が毎晩
空腹をかかえたまま床に就かなければならず、しかもたいてい、最
大の被害者は子どもたちなのです。わたしたちの助けを必要として
いる子どもたちがいる、そう思うと本当に心がしめつけられるので
す」。

オリンピックの選手仲間のポーラ・ラドクリフやスティーブ・クラム
などの支援者の協力を得て、モーは現在、各家族に1か月分の食
料を送るという形で緊急援助を行い、井戸を整え、集水・給水シス
テムを改善して安全な飲み水や下水道施設を使えるようにし、医
療施設や絶対的に必要な母子医療クリニックを設立して、ソマリ
ア中で無料の診療が受けられるようにするなど、さまざまな活動を
行っている。しかしモーは「家族やコミュニティが必要なのは、自
給自足と自己決定のできる文化を打ち立てるための支援」だと考え
ている。そのため、財団では今、穀物を作る手助けや家畜を供給す
る計画を通じた農家の所得を生み出すプログラムも支援している。

モーはさらに「大人も子どもも、家族を支えるのに必要な技能を得
るカギは教育です」と語っている。「でもたいてい、それを最も必要
としている人たちには、そんな余裕がまったくないのです」。こんな
状況を変えるため、財団は今ある地元の学校を支援するとともに、
「貧しく親のいない子どもたちにも、希望と明るい未来を与えられ
るように」、辺境の地に新しい学校を作っている。

このレースは始まったばかりだが、ほんの数か月の間にモーと財団
は、井戸50基と水路8本を作り、10か所の農場に家畜と道具を
送り、4万人に医療支援を提供し、2万2,000人に1か月の食料
を配布した。伝説の活動家でミュージシャンのボブ・ゲルドフは、
モーの熱意にエールを送っている。「行け、モー！　きみの財団が
何千、何万のソマリア人の生活を“モーっと”よいものに
変えるんだ。モー・ファラー、もっと早く、もっ
とソマリア人のために！」。

モー・ファラー：「心がしめつけられる」Mo Farah: 
‘It touches my heart’

7食料
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むかしむかし… Once upon a time...

どうすればいい？

カナダのジャーナリストのアリサ・スミスと
ジェームズ・マッキノンは、自宅から150キロ
圏内で生産された物だけを食べる“150キロ
の食事”という実験を行った。その結果、この
方法は費用がかかって、続けるのが難しいこ
とがわかった。つまり、少なくともどれほど遠
くから食べ物が運ばれているかを改めて認識
させてくれたのだ。

必要な材料がすぐ手に入るところで食物を
育てるというのは、ある程度は理にかなって
いる。たとえばトマトは、温暖な地域で栽培さ
れて運ばれてくるほうが、人工的に温めた地
元の環境で栽培するより少ないエネルギー
ですむだろう。バランスをとるのは必ずしも簡
単ではないが、常に産地や輸送方法について
もっと意識しながら食べる物を選べば、二酸
化炭素の排出を大きく減らすことができる。
たとえば、ヨーロッパの店にオーストラリア、
南アフリカ、ラテンアメリカから輸入したワイ
ンがたくさん並んでいるかたわら、ヨーロッパ
であまったワインをバイオ燃料にするという

のは理にかなっているだろうか？

この議論はそう単純なものではない。ケニア
やエクアドルのような途上国の農家は、豊か
な北半球の消費者にいろいろな食べ物を提
供して所得を得なければならないという意見
もあり、短期的にはその通りかもしれない。
しかしその一方で長期的に見ると、貧しさに
苦しむ国々の貴重な農業資源は他の国民の
好みに合わせるのではなく、自国の食料確保
のために開発すべきだという意見もある。こ
れは気候が変動し、真水の供給が減ること
で世界の食料価格の上昇が予想される今、
特にいえることだ。

では、あなたの前に有機栽培ではない地元
産の食品と、チリや南アフリカやニュージー
ランドから空輸された有機栽培の食品があ
るとしたら、どちらを選べばいいのだろう？
絶対有機食品しか食べないと決めているな
ら答えは簡単かもしれないが、実のところ、
世界の反対側から空輸されてきたもので、
持続可能な農産物だと考えられるものは何
もない。これは非常に重要な問題なので、イ

ギリス土壌協会などは、空輸された農産物は
有機食品として認めないようにすることを検
討中である。

シンプルに

簡単な解決方法はなく、自分の消費するもの
を追跡調査するといっても、そう簡単にはい
かないことがある。たとえば、動物のエサは
非常に遠くから輸入されているものが多いの
で、地元産の豚や鶏や牛といっても、世界の
反対側で作られた大豆で飼育されている可
能性がある。一番いいガイドラインは、シン
プルな食生活をすることだ。旬のものを食べ
ると本当に満足できる。また、それが出回る
のを楽しみに待つことができる。だから、で
きれば加工していないまるごとの食品を買お
う。またファーマーズ・マーケットのように、地
元産の食品を売っているところを探してみよ
う。あるいは自分で栽培してみるのもいいだ
ろう。植木鉢でも驚くほどいろいろなものを
栽培できるのだ。たとえハーブだけでも、自分
の育てたものを食べるのはわくわくする体験
にちがいない。

む
かしは旬の食材というものがあった。たとえばヨーロッパでは、夏はイチゴの季節、秋はリンゴの時期の到来を告げてくれた。また
一部の食べ物、マンゴー、パイナップル、アボカド、オレンジ、バナナは珍しい異国のごちそうだった。しかし今日では、驚異的な近
代的輸送と貿易のグローバリゼーションによって、実際はお金持ちには特に、理論的には地球上の誰もが、欲しい物を何でも、1
年中いつでもどこでも食べることができるようになった。

食品産業は世界のエネルギー消費全体の約3分の1、温室効果ガス排出の20%以上を占めている。もちろん、輸送は食品産業のカーボン・フッ
トプリントのほんの一部にすぎない。むしろ食品の出す温室効果ガス排出の80%以上は、農作物を育て、肥料を与え、収穫するときに生じて
いる。冷却や冷凍などの加工は、食品にかかるエネルギーの約16%を占め、包装は7%、小売は4%を占めている。人が買物に行くための交通
手段さえ、食品のカーボン・フットプリントを押し上げている。食品のフットプリントを減らす効果的な戦略を立てるには、これらの要素をすべ
て考えに入れなければならない。

8 TUNZA
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フランスから
344 km

飛行機 ： 172 kg 
トラック ： 20-51 kg 
鉄道 : 10-35 kg 

食べるものの変化
Changing tastes

世界の食料生産と消費のパターンがどんどん変化しているため、ベ
ネズエラの食文化はすっかり変わってしまいました。この10年間で1
人当たりの肉製品の年間消費量は16キロから24キロに増え、前よ
りはるかに輸入製品に頼るようになっています。一方アボカドは、以
前は国内のどこの家にもたくさんあったのですが、姿を消し始めてい
ます。アボカドは、「アレパス（トウモロコシのケーキ）」にぬって食べ
る、安いスプレッドを作るのに使ったりしていたので、“貧乏人のバ
ター”と呼ばれていました。道端のトラックや市場で売られていたの
ですが、今では需要が減ったため、品薄で高価になっています。母に
よると20年前には1キロ1ドルくらいだったそうですが、今では1キ
ロ5ドル以上します。それだけのお金をかせぐには、平均時給で3時
間働かないとだめなんですよ！

Oscar Alejandro Luna Alvarez、2010年バイエル青少年環境
使節（BYEE）、ベネズエラ

伝統料理
Traditional fare

ここフィリピンのビコールには、よだれが出そうな地元料理がたくさん
ありますが、その中でもわたしの一番のお気に入りは「ピナンガット」で
す。これは、地元で栽培したタロイモの葉、辛い唐辛子、オーガニックミー
トと、ココナッツミルクを混ぜたものをタロイモの若葉で包み、ココナッ
ツの葉でしっかり結んだおいしい料理です。わたしがこの料理で一番好
きなのは、それにまつわる物語です。1814年にマヨン火山が噴火した
とき、アルベイ州のダラガとカマリグの間にあるカグサワ教会が崩壊し
てしまいました。ある父親は、妻と2人の息子と2人の娘を亡くしてしま
いました。しかし父親は生きていかねばなりません。そこでタロイモの葉
を料理するときは必ず、亡くした家族への精一杯の愛情をそれに注ぎこ
みました。タロイモの葉をさらにココナッツの葉でくるんであるのは、子
どもたちを両腕で抱きしめたいという父親の願いの表れなのです。

Dandee Bitancor、2009年バイエル青少年環境使節（BYEE）、フィリピン

二酸化炭素排出量：1トンの貨物を1キロメートル輸送するのに発生するCO2の
グラム数
この表を使うと自分で計算ができる。

飛行機／航空貨物 500 g 近代的な貨物自動車／トラック 60-150 g

近代的な鉄道 30-100 g 近代的な船舶 10-40 g

出典：http://timeforchange.org/co2-emissions-shipping-goods

スペインから
1,266 km

飛行機 ： 633 kg 
トラック ： 76-190 kg 
鉄道 :  38-127 kg

ニュージーランドから
18,809 km

飛行機 ： 9,405 kg 
船舶 ： 188-750 kg

正確にはどれくらいの二酸化炭素が排出されているの？ 

食品の輸送によって発生する二酸化炭素の量を、比較的近くから非常に遠くまで、距離と輸送手段によって比べてみた。これらはイギリ
スまで1トンの貨物を輸送する場合の数字だが、参考のための一般的な値で、燃費のよい車でも100キロ走行するごとに10キロの
二酸化炭素を排出することをお忘れなく！

HOW much carbon dioxide, exactly?



Erna Lammers/UNEP/Topham

世界があたたまると… フレッド・ピアース
As the world warms… Fred Pearce

合衆国の南部にあるテキサス州で2011年に起きた干ばつは、思い出せるかぎり最悪の干ばつだった、と地元の農家は言う。彼ら

はトウモロコシが暑さと雨不足で枯れていくのを目の当たりにしていた。しかし最悪であった2011年の記録は1年で破られた。

2012年の干ばつは、それ以上にひどかったのだ。

バイオ燃料は、理論的には素晴らしいアイデアだ。なんといっ
ても、生きて成長している生命体から直接取り出した燃料
――たとえばトウモロコシやサトウキビから取ったエタノー

ル、大豆や菜種やパーム油から取ったバイオディーゼル――は再生可
能だし、成長する間には大気中の炭素を吸収してくれるのだ。サトウキ
ビを原料に、持続可能なバイオエタノール産業を初めて誕生させたの
はブラジルだった。さらに合衆国がそのあとに続き、トウモロコシを原
料として、2008年には世界最大のエタノール燃料生産国となった。

しかしバイオ燃料の原料となる作物は、多くが食料でもある。そして、

活も時には過ごしづらいと感じることがあ
るだろう。だが農業はもっと困難なことにな
る。食品店がからっぽになる可能性だって
あるのだ。

科学者たちは今、地球温暖化によって今後
は、ちょっと暑くなったという程度ではすま
なくなると述べている。ニューヨーク州で最
高レベルの気候研究機関であるNASAの
ゴダード宇宙科学研究所のジム・ハンセン氏
は、汚染でさらに多くの太陽エネルギーが
地球の大気圏内に閉じ込められるため、あ
りとあらゆる悪天候、たとえば熱波や突然
の寒波、洪水に干ばつにハリケーンなどが
やってくるだろうという。彼は今年、世界各地
の気象がすでにこれまで以上に変わりやす
く不安定になり、単に少しおかしいだけで
はない現象が増えつつあることを統計的に
証明した。

北アメリカの天候がなんだかおかし
い。その理由はおそらく人間によ
る気候変動だと科学者は言う。

はっきりしたことはわからない。こういうこと
は以前にもあった。しかし、米国政府の研究
機関である国立海洋大気庁（NOAA）によ
ると、このおかしな天候の原因が地球温暖
化である可能性は20倍も高いという。

それはテキサス州のトウモロコシ畑だけの
問題ではない。アメリカは世界の穀倉地帯
の一つで、その農作物は世界各地で販売さ
れており、アフリカに食料不足や飢饉があっ
たときのバックアップとしても不可欠なのだ。

しかも、今アメリカで起きていることは世界
的な流れの一部であり、予想のできない、さ
らに激しい異常気象の前兆のようである。
こういうことが原因となって、われわれの生

2010年にはパキスタンで、記録的なモンスー
ンの雨が降って洪水を引き起こし、国土の5
分の1が水びたしになった。ふだんは砂漠だ
った場所が水におおわれたのである。さら
に、多くの農地が洪水に見舞われたため、そ
の秋には国民の3分の2が食料不足におち
いった。

また同時に、ロシア全土をこれまでに見たこ
ともないような熱波が襲った。それは2か月
間も居座り、1万人以上が死亡し、無数の
森林火災を引き起こし、国内の穀物収穫量
の4分の1を全滅させた。

ごく最近では、中国の科学者たちが、2012
年に起きた中国北部の大洪水は、地球温暖
化によってこの地方の大気の湿度が高くな
ったせいだといい、合衆国では、大西洋上に
発生した史上最大の暴風雨、ハリケーン・サ

食料か
 燃料か？

Food
or 

fuel?
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Kenichi Fujimoto/UNEP/Topham

 Nebraska Soybean Board
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すでに人口が増えて食料供給が切迫しつつあるというのに、食料を作
るのに必要な土地、水やエネルギー資源を使い果たしてしまう。それ
でも、政府の規則でガソリンに最低限混ぜなければならないバイオ
燃料の割合が定められているということは、燃料が優先されることが
多いということだろう。たとえば合衆国では、再生可能燃料規則によ
り、石油精製業者は一定の割合のエタノールをガソリンに混ぜること
が義務づけられ、トウモロコシ栽培農家には燃料生産のためのトウ
モロコシを生産・販売する助成金が与えられている。その結果、2012
年のトウモロコシ収穫量の約40%は燃料として使用されている。こ
れが大きな問題になったということは、なさそうではある。ただ一つ、
2012年の夏の干ばつで合衆国のトウモロコシ収穫量の大部分が全
滅し、価格が通常の60%も高くなっていることを除けばだが。

これは世界の食物価格に大きな波及効果をもたらすことになる。合
衆国は国内の食料供給をトウモロコシに依存しているだけでなく、そ
れを世界各地に輸出している。トウモロコシは主要な飼料でもあるた
め、肉や乳製品の値段や他の穀類の原価も値上がりする。値段が上が
ると、輸入に頼っている貧しい国の人々はなかなか食べられなくなる
だろう。

また、そもそも食べ物にすることをさしおいて燃料にする価値がある

ほど、食料を使ったバイオ燃料は、最終的な温室効果ガスを減らすこ
とに効果があるのかという疑問も残る。バイオ燃料は食用作物と同じ
資源を必要とし、同じ環境問題の原因となる。また食料と燃料の両方
のための栽培用に新しい農地を開拓すると、長く隔離されていた炭素
が大気中に放出され、森林破壊の一因にもなる。たとえばブラジルで
は、燃料の需要により、農家はすでにまばらになってしまっている大西
洋岸の森林の伐採をさらに進めている。一方、最新のドイツの研究で
は、ヨーロッパで生産されたバイオディーゼルの温室効果ガス削減率
は、35%という予想をはるかに下回ったことが報告されている。同時
に穀物の収穫量が減り、食物価格は値上がりしている。

しかし、だからバイオ燃料のアイデアを完全にやめるべきだというの
ではなく、研究者たちは新たな形を探している。一つ有望と思われる
のは、トウモロコシの皮やもみ殻などの農業廃棄物から作られた次世
代セルロース系バイオ燃料である。耕作限界地にヤトロファやスイッ
チグラスなど、干ばつに強く、食べられない作物を栽培するのも期待
できる。その他の可能性としては、早生樹から取った木材や、藻

そう

類
るい

や産
業から出た廃木材、さらには人糞から燃料を作ることなどが挙げられ
る。このような選択肢はすべて科学的に実現可能だが、商業のための
大規模生産を実施できるようにすることが課題である。

ンディに東海岸が襲われた。

今後もあらゆる異常気象が起きる可能性
がある。ヨーロッパや北アメリカ大陸では、
作物を枯らす熱波と突然の寒波は、どちら
も前よりはるかに長く続くだろうし、30億
の人々の食料がかかっているアジアのモン
スーンの雨も、新たに予測不能な動きを見せ
つつあり、何がいつ起こるかを誰もはっきり
と把握することができない。確実なのは、こ
れからは天気を予想するのがむずかしくな
る、ということだけだ。

気候変動は必ず悪い知らせをもたらす。研
究によると、温暖化によって作物の収穫量
が半分も減ってしまう所が出てくるかもしれ
ないという。

もちろん農家もそれに応じた策を取った
り、違う種子を選んだり、作付けの時期を変
えたりして、温暖化に対抗するだろう。しか
し新しい研究では、地球温暖化によって毎
日の天気自体も変化するという。おかしな荒
れた天気が前ぶれなくやってくるかもしれ
ない。そして、作付けする作物の種類と時期
を決めようとする農家にとっては、それが一
番の悩みの種なのだ。

11食料
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中国南部の珠
しゅ

江
こう

デルタ地域は、桑基魚塘による養殖システムで
有名だ。これは魚の養殖と養

よう

蚕
さん

と農業とを組み合わせた人工
の生態系である。16世紀に導入されたこのシステムは、本来なら水
分が多すぎて農業に向かない地域で、廃棄物をかしこく利用したも
ので、この人口密集地域に食料を供給し、魚の販売による収入をも
たらして、地域を支えるのに一役買っている。

まず、広さ最大6,000平方メートル、深さ3メートルの池を掘り、そ
こから取った土を使ってまわりに一段高い基台を造る。生けすは地
元で調達できる材料を使って栄養分を高め、その後、水生植物や何
種類かの魚を放つ。生けすは年に数回排水して、栄養分に富んだ泥
を取ってキノコの栽培に使ったり、野菜やくだものや桑

くわ

の木の肥料
にしたり、魚や家畜のエサになるチカラシバの肥料にしたりする。ま
た、桑の葉は刈り取って養蚕に使用し、蚕

かいこ

から出る廃棄物は肥料に
使って生けすの栄養を高め、魚を養殖する。水、廃棄物、食料による
この連続サイクルは労働集約的だが、それ以外のエネルギーは日光
しかいらない。

インドネシアのスマトラ東部にあるドサン村では、一つのコミュ
ニティが原生林を損なうことなく、パーム油の農園を管理して

いる。この村は700ヘクタールの荒廃地をパーム油の畑に変え、焼
畑をせず、除草剤の代わりに手作業で除草を行い、土の水分を保つ
ためにダムを建設するなど、環境にやさしい栽培方法を実施してい
る。

ドサン村の取り組みは成功した。森林に手をつけずに収穫量を増や
すことができたので、そのパーム油を“持続可能な農業による製品”
として売り出すことができ、貧困や失業もなくなった。これらの小規
模農家の取り組みを、他のコミュニティでも同じように実施できれ
ば、この村の小さな試みが環境、経済、社会に大きな恩恵をもたらす
可能性もある。インドネシアには、このようにパーム油栽培に利用で
きる荒れた土地が何千万ヘクタールもある。

ファーミフィケーション
（＝農家化）
ロンドンを拠点に活躍する若いデザイナー、リサ・マは“フリンジ”に大きな関心を持っている。フリンジとは、建物と建物の間にある地理的、
社会的な空間のことだ。マは2011年のひと夏を中国の工場労働者と一緒に過ごし、労働者たちの生活や仕事について調査したのだが、この体験
をきっかけに、農業と工業、都会のライフスタイルと農村の技術を結びつけた兼業農家構想を立ち上げた。

「中国の大都市周辺には、電子機器などの
製品に対する世界的な需要の増加に対応
するため、工業団地がいくつも建設されてい
ます。労働者は村からの出かせぎで、その人
たちが小さな町ほどもあるコミュニティをい
くつも形成しています。

それから、工場は労働者を食べさせるため
食料を購入します。つまり生産者が消費者

にもなるのです。しかし仕事量に変動があっ
ても、作業工程があまりにも大規模なため
工場を閉鎖できないこともあり、そうなると
経営者にとっては労働者の食事代がかさむ
わけです。一方、このように農業から工業へ
労働力が移った一つの結果として、中国の
食料需要が増え、輸入へ頼るようになりまし
た。なんといっても2億3,000万人の労働
者が出かせぎに出ているということは、それ

だけ農業者が減るということですから。

これらの問題に対処する一つの方法とし
て、わたしが思いついたアイデアは、工場労
働者のシフトの一部として、工業団地と道
路をへだてた向かいの土地で兼業農業を
するというものです。できた農産物は食堂
で使えるだけでなく、地元の市場や露店で
売って利益を得ることもできます。このアイ

食料を持続可能に育てる方法はいくつもある。自然のニーズに対応しながら、農業でわれわれのニーズをま
かなうという、ユニークで効果的な方法をいくつか紹介しよう。

別の方法Another way

桑
そう

基
き

魚
ぎょ

塘
とう

 The mulberry dykes

小さいことはいいことだ Small is beautiful

Farmifi cation

12 TUNZA



ht
tp

:/
/n

at
ur

al
fa

rm
in

g.
or

g/
C

C
-B

Y-
SA

-2
.5

IIT
A

 Im
ag

e 
Li

br
ar

y

人類が1万年前に野生植物を耕し始めたときに選んだのは、種
から発芽し、毎年収穫後には枯れてしまう小麦、米、トウモロ

コシなどの一年生植物だった。それにはちゃんと理由があった。一年
生植物は毎年植え直す必要があるので、大粒であったり収穫量が多
かったりといった良い特性を選ぶことができ、選択交配をするのに
都合がよかったのだ。

しかし多年生植物にもメリットはある。たとえば、根が地中深くの水
分や栄養を吸収しやすくなっているため、雨水の流出を減らし、灌漑
や汚染のもとになる肥料をやる必要も少なくなる。一年生植物は、一
年のうち一定期間は土壌をむきだしのまま放置するが、多年生植物
はそれとは違って表土を損なわないので、雑草がはびこることも少な
くなる。また毎年植え直す必要がないので、労働力とエネルギーが節
約できる。

植物育種家は今、多年生の主要穀物を開発するため、主要穀物と同
種だが多年生である野生植物と、栽培用の一年生植物のかけ合わせ
に取り組んでいる。現代の遺伝子組み換え技術のおかげで、開発は
着 と々進んでいる。たとえば検査条件下では、小麦とカモジグサの交
配種が栽培され、収穫を迎え、製粉された。さらに科学者たちは、十
分な資金があれば、10年以内に多年生トウモロコシの屋外実験が
可能になるはずだと予想している。

四国で農業を営む福岡正信は、ある日、耕していない田んぼの横
を通りすぎたとき、雑草の間で米が育っているのに気が付い

た。福岡は自然の真似をすることにし、伝統農法のように田に水を入
れることをやめた。これを第一歩として、福岡はできるだけ自然の邪
魔をしない農法を開発していった。

福岡の原則は次のようなものである。①耕さない。土を耕すと雑草
に成長の足場を与えると考えた。②肥料や作りおきの堆

たい

肥
ひ

を与えな
い。わらと少しばかりの鶏

けい

糞
ふん

だけを用い、シロツメクサで地面をおお
うことによって土壌に栄養を与えた。③影響の少ない除草。シロツメ
クサで地面をおおい、わらを蒔

ま

き、ごく短時間水を入れることで雑草
を抑えた。そして麦と米を交互に育てて雑草のはびこる休閑期を置
かないようにした。福岡はこれらの方法でも、他の田畑と同程度の食
料を生産することができた。

1975年に福岡の著書『わら一本の革命』が25か国語に翻訳され、
彼は一気に農業持続可能性の旗手となった。またアフリカ、インド、
東南アジア、ヨーロッパ、アメリカ合衆国を訪れて荒廃した地を少量
灌
かん

漑
がい

技術でよみがえらせる方法を考え、その成果をまとめた論文「砂
漠に種を蒔く」を発表した。福岡は2008年に95歳で他界するまで
農業を営んでいた。

デアは、工場労働者の食事をもっと地産
地消の持続可能なものにするだけでなく、
農業出身者として自分のルーツとのつなが
りを感じてもらい、労働状況の経済的安定
をはかり、新しい製造技術を学び吸収しつ
つ、農業の技術や知識も維持できるように
することで労働者の健全な暮らしを確保す
ることが目的なのです。このアイデアは関心
をもって受け入れられ、わたしたちは一連の
実験を行いました。

わたしが去ったあと、工場は人員削減を迫
られたため、ファーミフィケーション計画を
続けていたかどうかわかりません。しかしそ
れ以来、中国の産業界でこのアイデアが伝
わったことは間違いありません。なぜなら不
動産バブルがはじけてから、多くの大手製
鉄所が原料注文のない時期を乗り切るため
に、養豚を始めたと報じられたからです。中
国ではまだ農業に対する偏見があるので、こ
の動きに対する国民の意見はさまざまです。

農業に“復帰”しようという考えが、社会的
な力の妨げになると思われているかもしれ
ませんが、こういう態度は変えることができ
ます。今こそ、工業化と農業の関係を見直
し、工業技術の需要が世界の食料経済にど
んな影響を与えているかについて、話を始め
るときでしょう」

多年生植物の選択 Perennial choiceわら一本の革命 The one-straw revolution

13食料
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食料を作るには
虫や動物が
いなくちゃ！

食料を生産するための農業は、人間の力だけでやれると考えているのでは？　だとし
たら、もう一度よく考えてみよう。野生のハチ、チョウ、ガ、甲虫、コウモリやその他い
ろいろな動物が、作物の受粉を手伝ってくれなければ、世界は必ず食料不足になっ

てしまう。国連食糧農業機関（FAO）によると、世界のほとんどの国の食料の90％をまかなっ
ている100種類以上の作物種のうち、70%以上がミツバチを経由して受粉しているという。
だがミツバチだけではない。他の昆虫――ガ、ハエ、スズメバチ、甲虫、チョウ――や鳥類や哺

ほ

乳
にゅう

類も、世界中にある花が咲く植物のほとんどの繁殖プロセスに必要なのだ。この中には食
用植物の3分の2以上が含まれている。

われわれはつい最近まで、この不可欠で貴重な無料のサービスを当然のように考えていた。
花粉を運ぶ動物は人目につかず、しかも非常にうまくその仕事をやってのけるので、多くの場
合は、彼らの果たす役割の全容を知ることもない。しかし今、花粉を運ぶ動物の個体数が減
少し、農家の生活をおびやかし、世界の食料確保を圧迫しているという証拠が出てきている
のだ。

すべての花を咲かせる植物が花粉を届ける動物を必要としているわけではなく、穀草類のよ
うに風が運ぶものもある。しかし、花粉を運ぶ動物が必要な植物にとっては、種子の生成と
果実の成長に影響が出てしまう。たとえば、花粉を運ぶ動物が多くやってくるスイカは、色や香
りがまさっている。そして収穫量にも影響する。コスタリカのコーヒー栽培の生態系研究によ
ると、近隣の森にすむ野生ミツバチが収穫量を20%増やすのに役立ったことがわかった。ま
た食料価格も影響を受ける。バニラは高価だが、その理由は、メキシコ以外の場所で栽培さ
れると、天然の花粉を運ぶ動物であるハリナシミツバチ（Melipona bee）がいないため、人工
授粉しなければならないからである（23ページ参照）。

現在、世界中で花粉を運ぶ動物の個体数が減少していることを示す証拠が出てきている。
ヨーロッパと北アメリカのミツバチの個体数は激減し、多くの野生ミツバチのコロニーが消え
つつある。ヨーロッパのチョウは、集約農法と土地利用の変化によって絶滅が危

き

惧
ぐ

されてい
る。少なくとも45種のコウモリ、36種の飛ばない哺乳類、26種のハチドリ、70種のスズメ
類など、多くの哺乳類や鳥類の運び屋も、絶滅の危機にひんしているか、絶滅してしまったと
考えられている。

2002年の国連生物多様性条約（CBD）締約国会議では、花粉を運ぶ動物の状態について
未知の部分が多いことを認め、「花粉媒介者の保全および持続可能な利用のための国際イ
ニシアティブ」を設置した。このイニシアティブではFAOが先頭に立って、植物の受粉のニー
ズ、花粉を運ぶ動物の個体数の動向、生息地や生息回

かい

廊
ろう

では何が必要かなどのデータ収集
プログラムを実施し、土地の利用法や農薬などにともなう人間からの悪影響を受けずにすむ
方法を明らかにし、推進している。このデータ情報は、花粉を運ぶ動物にやさしい活動をすす
め、その健全な生育を後押しするために使われる。一つ確かなのは、花粉を運ぶ動物のサー
ビスを金額で表すのは難しいが、それがなくては絶対生きていけないことにわれわれがやっ
と気づいたということだ。

Food needs 
bugs and 
beasts!
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ミツバチなくして食べ物なし
これはちょっとオーバーだが、ミツバチがいなければ、リンゴ、モモ、イチゴ、サクランボ、チョコレートな
ど、われわれが当たり前のように食べているものの多くが手に入らなくなるのは本当である。事実、ミツバ
チはわれわれが食べるくだものや野菜の約80％を受粉しているのだ。だが、“蜂

ほう

群
ぐん

崩
ほう

壊
かい

症候群”が重大
な心配事としてトップニュースになっている。“蜂群崩壊症候群”というのは、過去10年の間に世界中で生
じたミツバチのコロニーの減少を示す言葉だ。なぜこんなことが起きているのか、具体的な原因を一つ取
り上げることはできていないが、UNEPによると、研究者たちは、この問題には次のようないくつかの要
因が関係していると考えている。
 ● 気候変動によって変化した、生育期と降雨パターン、寄生生物、害虫など
 ● 昆虫の食べられる植物も減らす除草剤や農薬
 ● 動物の処理に使うものも含む（ある種の化学薬品の混合液はミツバチに対する毒性が1,000倍も

強力になることがある）殺虫剤や殺菌剤
 ● ミツバチの植物探知能力を損なう恐れがある大気汚染
 ● 送電線などの電源から出る電磁場

コウモリとサボテン　Bats and cactus

生まれ故郷のメキシコとアメリカ南部とを移動するハナナガサシオコウモリ（Leptonycteris nivalis）
は、さまざまな砂漠の植物、特にアオノリュウゼツランにとって花粉を運ぶ重要な存在である。リュウゼツ
ランとして知られるこの歴史的に重要なサボテンからは、蜜やジュースが取れ、それを発酵させて「プルケ」
という飲み物を作ったり、蒸溜してテキーラやメスカルなどの蒸留酒を作ったりする。また、それから取っ
た繊維は「ピタ」と呼ばれ、縄やマットなどの編み物に使う。コウモリは夜間に匂いを頼りに咲いている花
をかぎつけ、食事をする。科学者たちは、コウモリとリュウゼツランは共進化してきたらしく、お互いに相手
に依存しながら生き残ってきたと考えている。また両者は中枢種であり、ハチ、ガ、トカゲ、ハチドリ、野ネズ
ミなどの他の多くの動物は、これらのコウモリが受粉するこのサボテンに依存して生きている。またコウモ
リは地域間を移動するため、ひとつの地域の生息地が破壊されると、他の地域の生態系にもその影響が
及ぶ。たとえば、メキシコのコウモリが絶滅すると、テキサス州のリュウゼツランの個体数や生物多様性に
も影響が生じてしまう。そうそう、それから野生のバナナやマンゴーやグアバに受粉し、その種をまき散ら
してくれる、ありがたいオオコウモリのことも忘れないように！

イチジクとコバチ　Figs and wasps

両者は約6,000万年前からの仲良しだ。体長2ミリのイチジクコバチ（イチジクコバチ科）は、イチジクの
内部でしか交配することができず、イチジクはイチジクコバチ以外の動物では受粉ができなかった（イチ
ジクにもコバチにも900ほどの種がいて、互いに特定の相手とだけ適合している）。イチジクの花は、実の
内部の空洞に咲くので外からは見えない。コバチのメスは孔

こう

口
こう

と呼ばれる開かれた部分から実の中へ入
り、柱頭に受粉して産卵する。卵がかえると、新しいメスとオスがつがいになり、オスが実をかんで穴をあ
け、花粉まみれのメスを外へ出してやる。メスは新しい木を見つけに行くが、オスはその後まもなく死んで
しまう。コバチが実を出てしまえば、イチジクは熟し、食べごろになるというわけだ。

ヤシとゾウムシ　Palms and weevils

1960年代にマレーシアで初めて西アフリカの油ヤシが栽培されたとき、農園経営者は大きな問題に気
がついた。ヤシの木は元気そうなのに、受粉できないためほとんど実をつけないのだ。農場で働く人たち
は、金も時間もかかる人工授粉という手段を取るしかなかった。だがまもなく研究者たちは、ヤシの木の
原産地であるカメルーンでは、この花粉を主食としているゾウムシ（Elaeidobius Kamerunicus）がヤ
シに受粉していることを知った。1981年にゾウムシがマレーシアの油ヤシの農園に持ち込まれ、それから
5年ほどの間に生産量は1,000万トン増加した。

受粉の世界あれこれ Windows on the world of pollination

No bees, no food
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キノア
Quinoa

アンデス地方原産でアカザの一種で
あるキノアはインカの人々が主食に

していたもので、今でも食べられている。
高地の水はけのよい砂地に生える一年草
で、雨の少ない冷涼な条件や、やせた土地
でも育つ、たくましい作物である。キノアは
米やクスクスのように調理し、ベジタリアン
にとっては完全タンパク質をとれる、人体
に必要なすべてのアミノ酸が含まれてい
る希少な食品である。そのためちょっとし
た驚きの食材となっており、近年その人気
はうなぎのぼりである。なにしろ、FAOが
2013年を「キノア国際年」に指定し、食料
を確保する上でキノアの生物多様性と栄
養価が果たす役割を評価することにした
くらいなのだ。合衆国やヨーロッパの農家
は今、同じような高地でいろいろな品種の
キノアを栽培し、人間の食用と動物の飼料
の両方に使用することができるかどうか調
査している。また航空宇宙局のNASAも、
キノアを火星へ行く宇宙飛行士の食料源
として検討している。

スペルト
Spelt

スペルトは小麦の仲間で、古代のヨー
ロッパや中東で栽培されていたが、

あまり収穫量が多くないのと、外皮を脱穀し
にくいことから人気が低下していた。今では
機械の力でスペルトを商品に加工すること
ができ、ぬかや胚芽のついた種子には、現
代の小麦より多くの栄養が含まれている。
繊維質が多いが水溶性も高いため、小麦よ
り消化しやすく、ビタミンB複合体も含まれ
ている。調理したスペルトのカップ1杯のカ
ロリーは米とほぼ同じだが、タンパク質や鉄
分は米の2倍含まれている。マグネシウムも
含まれているため、2型糖尿病のリスクを減
らすこともできる。農作物としてはとてもたく
ましく、土壌の栄養素をほとんど奪わず、霜
や病気に強く、やせた土でも肥料なしでよく
育つ。また分厚い外皮が汚染物質や虫から
実を守っている。今では健康食品店の人気
商品で、小麦の代わりに使ってパンを焼いた
り、ナッツのような種子を調理して米の代わ
りにしたり、サラダのおもな材料として親し
まれている。

アマランサス
Amaranth

中南米を原産とするアマランサスは、
アステカ族にとっては神聖な作物だっ

た。農村の儀式では、アマランサスの種子と
ハチミツで作った偶像で神々をかたどり、
それを礼拝したあと、壊して食べていた。
これがキリスト教の聖体拝領によく似てい
たので、スペインの征服者たちは、儀式だけ
でなくアマランサスの栽培も禁止しようと
した。アマランサスは8,000年前ころから栽
培されるようになったと思われる。成長が早
く、干ばつや霜に強い観葉植物で、鮮やか
な色の花をつける。種子は非常に栄養分が
高く、葉はアフリカ、アジア、ロシアで重要な
栄養源となっている。アマランサスは高濃度
のタンパク質と、骨の健康に重要であるカル
シウムを小麦の4倍も含んでいる。南アメリ
カでは、この葉をホウレンソウと一緒に調理
し、種子は米のように炊いたり朝食のおかゆ
にしたりする。アマランサスの粉末も、パンや
パンケーキ、その他の焼き菓子に用いること
ができる。メキシコでは、炒

い

ったアマランサ
スとハチミツを混ぜて、どくろ型の菓子を作
り、亡くなった友だちや家族を思い出す、死
者の日（Dí a de los Muertos）のごちそうに
するという古代の習慣が今も残っている。

食べられる植物は5万種以上知られているが、そのうちわずか3種、トウモロコシ、米、小麦が、世界の3分の2近くの
人々の主食となっている。しかし今、いくつか古代の穀物が再び登場してきている。近い将来、3種の主要穀物にこれ
らが取って代わるなどということはなさそうだが、さまざまな料理に利用でき、健康を促す効果があり、どんな環境で

も元気に育つのだ。一度お試しあれ！
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ミレット
Millet

ミレットは人間が最も古くから栽培して
いた穀物の一つと考えられており、そ

の歴史は7,000年も前の古代のアジアやア
フリカにさかのぼる。これらの地域では今で
もミレットが生えている。スイスには石器時
代の栽培を示す証拠があり、北欧では鉄器
時代から食べられていた。もちろん中世には
ヨーロッパの主要な穀物だった。ミレットは
数種類の穀物の小粒の種子のことで、最も
人気があるのはトウジンビエ（Pennisetum 
glaucum）で、暑くて乾燥した気候や、やせ
た土地でも非常にたくましく育つ。今ではほ
とんどがアフリカやインドで栽培されている
が、世界中で多くの料理に使われており、た
とえば南アジアではそれでチャパティやロテ
ィなどの平たいパンを作る。柔らかくクリー
ムのような食感を持ち、消化しやすく、小麦
よりカロリーが高く、マグネシウムやリンなど
の心臓病予防になる栄養素が多く含まれて
いる。研究によると、マグネシウムは2型糖
尿病予防にも効果的で、血糖値の安定的な
上昇を促すことが明らかになっている。

テフ
Teff

テフとは“見失う”という意味だ。その
種子が直径1ミリと、とても小さいこ

とからそう呼ばれている。だが1キログラム
もあれば、1ヘクタールの畑にたっぷり種子
をまくことができ、これは小麦に比べて100
分の1程度である。また、調理時間も短くて
すむ。スズメガヤ属の一種で、育つ環境は
海抜ゼロ地域から高地まで、あるいは乾燥
地から湿地まで実に多様であり、病気にも
強い。6,000年前にエチオピアで初めて栽
培されたと考えられており、「インジェラ」と
いうスポンジのようなパンにして、エチオピ
アやエリトリアで食用にされている。栄養価
が高いため、今ではその名が知れわたるよ
うになった。キノアと同じほど多くのタンパ
ク質を含み、あらゆる穀物の中で最もカル
シウムの含まれる量が多く、ビタミンCも含
んでいる。現在、テフはオーストラリア、カナ
ダ、インド、合衆国で栽培され、パン、パンケ
ーキやその他の製品に使われ、他の国々で
栽培する可能性についても調査が進んでい
る。

…ほかにもある
...and other opportunities驚きの穀類 Wondergrains

ガラスマメ THE GRASS PEA

長期間食べると健康を損なう可能性も
あるが、短期的にはこれで飢えをしの

ぐことができる。干ばつや洪水に強いガラス
マメ（Lathyrus sativus）は、8,000年前ご
ろ地中海地方で初めて栽培され、今ではバ
ングラデシュ、エチオピア、インド、パキスタ
ンで使われていて、とてつもなく多くのタン
パク質を含んでいる。とても頑丈なため、他
の作物が不作のとき、唯一の食料源になる
ことが多い。問題は、植物内に神経毒が含ま
れているため、大量に食べてしまうと、大人
は永久まひになり、子どもは脳障害を引き起
こす可能性があるということだ。研究者は現
在、毒素を少なくするよう品種改良を試みて
いる。

ウチワサボテン THE PRICKLY PEAR

サボテンほど乾燥条件に強いものはな
い。ウチワサボテン（Opuntia fi cus-

indica）はメキシコ原産で、現地では大規模
な栽培が行われている。「トゥナス」の名で
知られる果実も、葉状茎の「ノパリトス」も、
どちらもおいしい。のどの渇きをいやしてく
れる若い葉状茎は緑色野菜として調理で
き、果実はそのまま食べたり、ジャムや飲み
物にしたりする。ウチワサボテンは血中のコ
レステロール値を下げることがわかってい
て、目の健康に大切なビタミンAを大量に含
んでいる。昔はアステカ族の神聖な植物だっ
たが、栽培しやすいため、世界中の乾燥地域
で人気が高まっている。また赤色の染料や
食品色素に用いられるコチニールカイガラム
シの宿主でもある。
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問題を正しくとらえている？

麦、トウモロコシ、米、これらの植物の祖先は、大昔は野原で自然に生えていた。だが何千年もの間に、人間はそれ
らを選択交配によって、もっと健康に良くて生産性の高

い栽培植物に仕立て上げたのだ。

「わたしたちは皆、世界の飢餓を終息させる責任があります」と、オッ
クスフォード大学のクリス・リーバー教授は言う。「しかし国連は、世
界の人口が2050年までに、現在の70億人から90億人に増えると
予想しています。わたしたちは、人間が依存している重要な生物多様
性や生態系を保ちながら、深刻化する水不足と気候変動の中で、今
世紀に生産する食料の量を倍に増やさなくてはならないのです。

1960年代以降、世界の人口は2倍に増えましたが、食料供給はちゃ
んとそれに対応してきました。農業方法の向上と、動植物の交配に
対する科学技術の応用によって、多くのことが達成できました。しか
しわたしたちの課題は、現在農業に使用されている土地面積を増や
すことなく、もう一度それをやってのけることです。

今日の科学には多くの手段があり、適切に用いれば、農家が何世
紀も使っている多くのやり方を改善することができます。現代の植
物交配や遺伝子技術の力によって、信頼できる安全な方法で、植物
に必要な特徴を取り入れたり、不要な特徴を取り除いたりすること

環境保護活動家で持続可能性運動をすすめているトニー・
ジュニパーは、イギリスのFoE（Friends of the Earth）の
代表理事を8年間務めていた。現在はダノンなどの国際的

な食品企業にアドバイスを与える一方、イギリスのチャールズ皇太子
の国際持続可能性ユニットとも協力している。長きにわたって有機農
業を訴えているトニーだが、なぜ有機農業がぜいたくなどではなく、将
来われわれの食生活に必要な一部になるかを、TUNZAに語ってく
れた。

「わたしたちは、地球の天然資源を開発して現在の社会を作り上げて
きました。しかし、資源には限界があり、いつまでも同じようにはいき
ません。有機農業はそれに対するわたしたちの対応の一つであり、
生活方法を変えるものです。有機農業についての議論では、栄養上の
健康ばかりが重視されて、環境の健康は見過ごされています。ちなみ
に、環境の健康も人間の健康に影響を与えているんですよ。でも本当
に核心をついた有機農業に賛成する意見は、食料確保の考えにも取
り入れられ始めたコンセプトである、回復力についての議論です。回
復力とは、農業システムの強さや、衝撃および重圧を受けても持続で
きる能力のことです。今、水不足と化石燃料価格の上昇という2つの
衝撃が目前に迫っています。産業規模の農業にはどちらも欠かせま

せん。もっと回復力の高いシステムにするなら、どうしても有機システ
ムか、またはそれに近いシステムに移らざるをえません。それは化石
燃料への依存度を減らし、自然に調和した方法をとるもので、輪作、
動物の利用、保水力と肥

ひ

沃
よく

度を高めるために土壌に有機物を取り入
れるといったことなどです。

有機農業に対する反対論では、収穫量や生産性を重視しがちです。
もちろん人々を養っていかなくてはなりません。わたしたちの多く
が、何をどれほど食べているのかという問題もあるものの、効率ばか
りを問題視することはおそらく視野が狭すぎるといえましょう。人類
の末永い生存を考えるなら、土壌の枯渇、水の汚染、花粉を運ぶ野生
動物への被害、そして気候変動へとつながる、大量の化学薬品を土
地にまくようなことについて、考える必要があります。最終的には自分
たちを養っていけなくなってしまいます。さまざまな経費を比べ、評価
すると、有機農業は他よりはるかに効率的な方法であるといえるので
す。

ただ単に有機農業が唯一の道だと言っているのではなく、農業の方
式を変えねばならないということです。ついでに言うと、有機という言
葉には数多くのさまざまな手法が含まれているんですよ。もちろん、

Are we asking the right questions?
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が、ほんの数年以内に可能になるでしょう。

これらの技術がはじめに開発されたとき、一番重点が置かれたの
は、特定の除草剤に対する植物の抵抗力をつけることでした。そうす
れば、農家は雑草の管理がもっと簡単になり、収穫量を増やすこと
ができるからです。耐虫性の高い作物の実用化も大成功でした。こ
のおかげで綿花やトウモロコシの収穫量と品質が向上し、殺虫スプ
レーの必要が減りました。しかし現在わたしたちが取り組んでいる
のは、収穫量の増えた植物をかけ合わせて、少ない水や肥料で花を
つけ、病気や害虫に対する自然の抵抗力を持ち、農薬の使用の必要
を減らせるような植物に改良することです。　

また、食品の栄養価を高め、廃棄物を減らす取り組みもしています。
栽培した食べ物すべてのうち約4割が、畑から食卓へ運ばれる間に
食品ロスとなって捨てられています。たとえば、アフリカやラテンアメ
リカの何億人もの人が主食としているキャッサバは、害虫や病気に
非常に弱く、中には80%もの作物が食品ロスとして捨てられている
地域もあります。そのため、科学者たちは病気に対する抵抗力を持た
せる遺伝子交配技術を使って、キャッサバの保管時の品質を向上さ
せ、キャッサバに含まれる亜鉛、鉄、タンパク質、ビタミンAの量を増
やして栄養価を高める一方で、作物に自然に作られる有害化合物の
量を減らす研究をしています。

科学技術が果たす役割もあります。たとえば遺伝子工学の中には、
選択交配プロセスを早めるのに役立つ技術もあります。もっとも、知
的財産権が主張されているものや、遺伝子組み換え生物（GMOs）、
つまり種の間で遺伝子を組み換えた生物に必要な農薬などは、どち
らも工業型農業モデルを強化するので、それが心配ではあります。地
方で労働集約的な有機農業を少し促せば、食料確保も社会の安全
保障も大幅に高めることができます。たとえばエチオピアでは、そんな
農業の生産性がとても高いのです。

食料確保について、特に2012年に合衆国で起きた干ばつのあとの
最近の評価を見ると、実際は、有機農業またはそれに近い農業をする
かどうかが問題ではなく、化学肥料を大量に投入する回復力の低い
農業から、化学肥料の投入の少ない回復力の高い農業へ、いつ切り
替えるのかということが問われているのだと思います。それまでの間
に、選択しなければなりません。わたしたちは有機農業で世界を変え
る計画を立てたいのでしょうか、それとも破局が訪れるのを待つので
しょうか？」

今あるものを最大限利用

しかしバイオサイエンスで用いる技術は、植物に変化を与えるものば
かりではありません。植物の特徴、たとえば虫は寄せ付けないが、他
の野生生物を引き寄せるなどの特徴を注意深く観察し分析すること
によって、農家もさまざまな作物を作り、害虫への抵抗性を高め、食
料や飼料の生産を増やすことができるようになりました。

バイオサイエンスに関わるわたしたちは皆、生物多様性を保ち、被害
を与えないように、とても気を使っています。現在の、そしてこれから
生まれてくる問題に対する答えは、生物多様性の中にあるのですか
ら。種子バンクを維持するだけでは十分ではありません。生きた、活
力のある植物や植物群が必要なのです。バイオ科学者は皆、自然界
の素晴らしい恵みから多くのことを学び、人類のためにそれを向上さ
せようと懸命に努力しています」

オックスフォード大学植物科学部のクリス・リーバー名誉教授は、テ
ンプルトン財団の支援を受けた「アフリカの農業のためのバイオサ
イエンス計画」（www.b4fa.org/）の、シニア科学アドバイザーを務
めている。

Making the most of what we’ve got
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Jorgen Freund/Aurora/Specialist Stock

多すぎる漁船  An oversized fl eet

一つに、単に魚を捕まえている人間が多すぎるということが問題であ
る。国連によると、世界各地で漁船2,000万隻、3,500万人が漁

りょう

を行
っている。これは、魚資源を失わずに海が養うことのできる量の2.5倍
にもあたる漁船の数だ。さらに、われわれ人間が効率的に魚を漁獲で
きることが事態を悪化させている。政府の助成を受け、それまでより
も大きな船を使った巨大な漁船団は、かつては手の届かなかった深
海からも一度に大量の魚を捕まえる技術を持っているのだ。アンコ
ウ、マゼランアイナメ（チリ産シーバスとして販売されることが多い）、
オレンジラフィーなどの深海魚は、成長して子どもを残せるようになる
までに時間がかかるため、特に捕まえすぎると危ないのである。一度
数が減ってしまうと、再び増加するまで何世代も必要になる。この50
年間で、マカジキ、メカジキ、サメといった深海の大型捕食魚の数は
90％も減ってしまった。

むだの繰り返し  Wasteful habits

もう一つの問題は廃棄である。漁船団は毎年、2,000万トンもの不要
な“混

こんかく

獲魚”を引き上げては捨てていて、利益にならない種や、あまっ
たり成長していなかったりする魚の命が奪われ、処分されている。
イルカ、ネズミイルカ、小型のクジラ、アカウミガメやオサガメ、サメ、海
鳥、サンゴ、海綿、ヒトデなども混獲されることがあるのだ。このような
ことが繰り返されれば、個々の種だけでなく、それらを支える海洋生
態系までもが損

そこ

なわれてしまう。

ずさんな管理  Poor management

各国政府や各省庁は、漁獲割当や健全な漁場管理を試みているが、
沖合での行動の監視や、さらに漁業活動を規制するガイドラインや
法律の施行はきわめてむずかしい。公海に関しては、国際的な漁業規
制はほとんど整えられていない。また、科学者たちは持続可能な個体
数を保つのに役立つ漁獲制限を提案しているが、管理機関は必ずし
もそれらの忠告に耳を傾けるわけではなく、推奨された量をはるかに

「2050年までに海から魚が消えるかもしれないと
いう悪夢のような事態に世界は直面している」。
これは、世界の魚の資源量がすでに30％も減って

いると結論付けた2010年のUNEP報告書からのメッセージ
だ。さらに、国連食糧農業機関（FAO）によれば、世界の魚の
種の70％以上は完全に捕獲されてしまっているか、わずかし
か残っていないという。たとえば北大西洋海域では、販売で
きるタラやメルルーサ、コダラ、ヒラメの数が95％も減ってい
て、これらの魚を再び増やすためには捕獲禁止政策が必要
だろう。クロマグロなど一部の種は絶滅の危機にある。これ
らの事実は、世界の食糧確保がとても危険な状況におちいる
可能性があるという警告である。なぜなら、おもに貧しい国
に暮らす10億人もの人々が、主要な動物性タンパク源を魚に
頼っているからだ。

天然漁業の
終わり

上回る制限量を設定することが多い。

海域の確保  Setting waters aside

保全海域の確保は一つの論理的な解決策であり、そのような海域
はいくつか存在する。しかしこれまでのところ、国際自然保護連合
（IUCN）の定義による海洋保護区（MPA）に指定されているのは、世
界全体の海洋のわずか1.2％にすぎない。その定義とはすなわち、「自
然、および生態系サービスと文化的価値の長期的保護を実現するた
め、法的手段もしくはその他の効果的な手段により承認、確保、管理
される、明確に定められた地理的区域」というものだ。この定義の範
囲内であっても、保護海域が実際にMPAと見なされるかどうかは、
必ずしも明らかなわけではない。IUCNはしっかりしたガイドライン
を作成しようと努めているが、実際のところ、MPAと見なされている
保護海域の一部には、観光や化石燃料の採取や、風力発電などに利
用されている海域も含まれている。いずれにしても、現在MPAと認め
られている海域のうち、稚

ち

魚
ぎょ

が十分に成長できるよう保護する“禁漁”
（漁獲禁止）海域に指定されているものは1％にも満たないのだ。

かしこい食事  Eating wisely

残念ながら、特定の水産物の産地が持続不可能であるかどうかを簡
単に知る方法はない。しかし実態としては、われわれが買うことので
きる水産物の大半は、持続不可能な産地から届いたものだ。現在、持
続可能性の認証をしようという運動が増えつつある。海洋管理協議
会（MSC）は、持続可能な範囲内で、持続可能な方法で捕まえた水産
物をすすめて、海洋生態系への影響を最小限に抑えている非営利組
織だ。生鮮食品も、ツナ缶などの加工食品も、どちらの水産物もMSC
のロゴマークがついているものを買うことで、消費者は罪の意識を感
じることなく食事を楽しみながら、自分たちは持続可能な漁業を支え
ているためにお金を払ったのだと確信することができる。

The last 

wild catch
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海がもたらす恵み
海でとれる珍しい食材…

サムファイア Samphire

別名アツケシソウとも呼ばれるサムファイアは、海岸線や潮干潟に
集まって生える海草である。イギリス、ユーラシア一帯、オーストラリ
アに数種類が生えているが、いずれも食べることができる。歯ごたえ
がよく、磯の風味がするため、そのままサラダやサンドイッチに入れて
食べるか、アスパラガスのように軽く火を通して魚介料理の付け合
わせにしてもよい。

クラゲ Jellyfi sh

海洋生態系が変化し、生物多様性をおびやかしても、ある生物だけ
は増え続けるだろう。その生物とはクラゲだ。数が多く、丈夫で、酸欠
海域でも生息できる。中国では古くから伝統的珍味として食べられて
いて、クラゲと言えば刺されると有名であるものの、およそ十数種の
クラゲが食用に適している。触手を取り除いてから塩水に浸し、乾燥
させている。一般的には細かく刻んで、醤油、酢、ゴマ油で和

あ

え、冷菜
として出されている。弾力性のある噛みごたえで、かすかにイカのよう
な風味がある。

海藻 Seaweed

ウェールズ地方では「laver」、アイルランドでは「slake」、中国では「紫
菜」、そして日本では「海

の

苔
り

」と呼ばれ、海岸に生育する食用の藻は、
何世紀にもわたり食べられてきた。紅藻類の仲間で、鉄分やヨウ素と
いったミネラルの栄養素を特に多く含むため、オリーブを思わせる香
りがする。トロトロになるまで煮込ん で、ウェールズ風にトーストと
一緒に食べたり、中国や韓国ではスープに加えたりする。あるいは、
日本風に寿司を巻いてもよい。

本当に起こり得ること…
ニューファンドランド島沖の北西大西洋を漁場とする漁師たちは、何
世紀にもわたり、豊富にあるように思えたタラ資源に生活を頼ってき
た。ところが1992年、トロール漁船による乱獲を数十年間も続けた
結果、タラは姿を消し、1万人もの漁師が一夜にして仕事を失ったの
である。現在もなお、タラの数は回復していない。科学者たちは、産業
を維持するのに十分な量まで回復できないほど、生態系がダメージ
を受けてしまったのだと考えている。

天然から養殖へ
魚を天然捕獲する代わりの水産養殖は環境にとって良いのか悪いのか、という議論は長く続いている。サケやエビなどを
養殖することで、野生の魚の個体数が減ってしまうのをいくらか防いでいるが、同時に環境問題も引き起こしている。たとえ
ば、廃水による汚染、マングローブ林など野生動植物の生息地の喪失、抗生物質などの医薬品、養殖魚が逃げ出して野生種
と競い合ってしまう心配、寄生生物や病気のまん延、そして野生で捕獲した魚をエサとして利用することなどだ。新たに設立
された水産養殖管理協議会（ASC）は、兄弟的組織であるMSCと同じように、水産養殖業に関する活動をして、持続可能
な水産養殖のための基準を作り、きびしい環境の持続可能性の要件を満たした養殖場やその製品に認証ラベルを与えて
いる。これまでに、アワビ、二枚貝、ティラピア、パンガシウス（ナマズ類）についてはASCの認証基準が確定している。また、
マス、サケ、エビについては2012年末までに、続いてブリ（別名カンパチ）、スギ（別名リング）についても基準が作成される
予定だ。

From wild to farmed

It really can happen...

BOUNTY OF THE SEA
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トウガラシ属のうちの数種であるチリは、世界中の料理のほとんどすべてにピリッとし
た味と香りを加えるために使われている。たとえば、アフリカのピリピリ、中東のハリッ

サ、南アメリカのアヒ、カリブ海諸国のスコッチ・ボネットなどといった種類がある。チリはアメ
リカ大陸原産で、少なくとも8000年は栽培されている。今では世界中で育てられ、生

なま

で、干し
て、粉末にして、あるいはつぶして食べられている。チリには食欲を抑え、代謝を促し、コレステ
ロールを下げる効果がある。辛味成分であるカプサイシンには多くの効果があり、外から傷に
塗ると痛みをやわらげ、体内に入れると鎮痛作用のあるエンドルフィンを生み出す。カイエン
ペッパーは体内外の出血を止める効果があり、食べると血圧を安定させると言われている。
チリはまたビタミンAをたくさん含んでいて、ビタミンCも柑

かん

橘
きつ

系のくだものより多く含んでい
る。さらに東アフリカでは、ゾウが農作物を荒らすのを防ぐため、農民たちはチリを染み込ま
せたフェンスを設置している。

シナモンはスリランカ原産で、Cinnamomum zeylanicumという木の内樹皮から取る
ことができる。アラブの商人たちは巨大な鳥がその枝で巣を作るという話を作り上げて

おり、シナモンの産地を秘密にするほど貴重なものだった。今ではデザートやお菓子、また香
りの良い中東の料理に広く使われている。そして薬としての成分も多く含んでいる。脳の機能
を活性化させ、人が情報をよりすばやく処理できるようになる効果があることもわかってい
る。ある日本の研究はシナモンが胃潰

かい

瘍
よう

の予防に効き目がある可能性を示し、またあるドイツ
の研究はシナモンが尿路感染症とカンジダ症を引き起こす細菌を抑えることを発見した。イ
ンドでは、シナモンから抽

ちゅう

出
しゅつ

された微粒子がHIV感染者の健康を保つのに役立つことが突
き止められているし、アメリカ合衆国では、アップルパイはシナモンを含んでいるため、血糖値
を上げるよりむしろ下げていることを科学者たちは偶然発見した。

インド、ケララ州原産の黒コショウの実は、少なくとも4000年も取り引きされている。
紀元前1213年にエジプトのファラオ、ラムセス2世がミイラにされたとき、両方の

鼻孔に黒コショウの実が詰められた。また、中世ヨーロッパではコショウは非常に価値があ
り、通貨としても使われていた。刺激的な香りを失わずに何年も保管できる黒コショウは、
10メートル以上になることもあるツル性の植物、コショウの未成熟の実を発酵させて干し
たものだ。この同じ実は加工方法を変えると、香り高い白コショウやグリーン・ペッパーにな
る。コショウの抗菌作用は、冷蔵技術の発達する前、肉を保存し、腐りかけた食物をおいし
く食べる方法として貴重だった。アーユルヴェーダ医術では、糖尿病や貧血の症状を改善
し、消化を助けるために使われている。最近の研究では、コショウの活性化合物であるピペ
リンに鎮痛性、消炎性があり、白

はく

斑
はん

（皮ふの色素異常）治療にも役立つかもしれないことが
わかってきた。

7

シナモン  Cinnamon

黒コショウ  Black pepper

チリ  Chillies

スパイスは5万年以上にわたり食べ物をおいしくし、保存し、また病気を治す
のに使われてきた。とても貴重な商品であるため、取り引きを仕切った人々は大金
を手に入れてきた。しかしここ1000年のあいだに栽培地域が広がり、スパイスを
手に入れるのはずっと簡単になった。その科学的な効果はよく知られているが、伝
統的な薬としての使われ方の多くは今でも研究が続けられている。ここでは広く使
われていてとても貴重な、つまり人々に役立つスパイスを７つだけ紹介しよう。

つのスパイス

7spices
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クローブはインドネシアのモルッカ諸島原産で、6メートルほどの高さにもなる常緑樹、
Syzgium aromaticumの花のつぼみを乾かしたものだ。小さな黒いクギに似た形の

このスパイスは、中国で口臭を消すために使われていて、中国の五香粉、インドのガラム・マサ
ラ、モロッコのラスエルハヌートなどの調味料の重要な成分でもある。クローブはまた、ヨー
ロッパのアップルパイやホットワインの味の特徴にもなっている。医療的には、クローブ油に
は局部殺菌と局部麻酔の効果がある。その麻酔効果は歯痛の治療によく使われている。ク
ローブが持つ体を温める成分は筋肉痛をほぐすのに使われ、消化を助けることでも知られて
いる。また香料の成分としても使われ、よく燃える特性とともにその香りが重視されている。
19世紀にオマーン人のサルタンが東アフリカのザンジバル諸島にクローブを伝え、ペンバ島
には今でも300万本以上のクローブの木が茂っている。

ベイリーフ（Laurus nobilis）は、古代ギリシャ、ローマの時代から名誉と栄光に結びつけ
て考えられてきた。詩人や皇帝は栄誉の印としてベイリーフ、すなわち月桂樹を授けられ、

オリンピック競技の勝者には月桂樹の冠が与えられた。今では、香りの良いその葉は生で、また
は乾燥させて、肉、スープ、シチューだけでなく、プディングの香りづけにも使われている。古代ギ
リシャでは、ハチに刺された炎症をしずめるのに使われ、今でも消化を助けるために使われてい
る。またビタミンAとC、鉄分やマンガンもたくさん含んでいて、その油はねんざやその他の筋肉
痛を治すためにも使われている。さらに、偏頭痛をやわらげることがわかっている化合物パルテ
ノライドも含んでいる。しかし注意が必要だ。伝説によると、デルファイのアポロ神殿で予言を
していた巫

み

女
こ

たちは、幻覚を見るために燃やしたベイリーフの煙を吸っていたらしい。

世界で最も人気のアイスクリームの味であるバニラのない世界を想像するのはむずかし
い。その豊かで甘い香りで、ケーキやデザートの主役であることは言うまでもない。バ

ニラの鞘
さや

豆はメキシコ原産のツル性熱帯ラン、Vanilla planifoliaから取ることができる。バ
ニラを最初に使ったのは、メキシコのトタノコ・インディアンだった。アステカ族はチョコレート
の風味づけにバニラを使っていて、それをスペインの征服者コルテスがヨーロッパに持ち帰っ
た。しかしバニラの栽培はハチドリかメリポナバチによる自然受粉しか方法がなかったので、
メキシコ以外の場所でのバニラの栽培は、19世紀にレユニオン島で12歳の奴隷の少年エド
モン・アルビウスが竹串で人工受粉する方法を見つけるまで失敗に終わっていた。今でもバニ
ラの栽培には同じような方法が使われている。

ショウガ（Zingiber offi  cinale）の根
こん

茎
けい

は、その体を温める成分のおかげで、タイやインド
のカレー、日本のおいしい漬物、イギリスやアメリカのジンジャービールやジンジャーワ

イン、さらにはアフリカのお菓子、その他のものに広く使われている。医療的には、関節痛や乗
り物酔いをやわらげ、消化を促すためなどに用いられている。研究者たちはまた、ショウガに
よる腸がんや卵巣がん予防の効果を研究している。今ではショウガの野生種は存在しないの
で、もともとはどこ出身であるか、はっきりとはわからない。生物学的な手がかりは、インドを示
している。4世紀のヒンズー教の叙事詩マハーバーラタにも、ショウガで煮込んだ肉料理が
出てくる。ショウガの取り引きは5世紀以降続いていて、16世紀にはアフリカとカリブ海諸
島にも届いていた。

クローブ  Cloves

ベイリーフ（月桂樹）  Bay

バニラ  Vanilla

ショウガ  Ginger
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　　　地産地消で地域を元気に！
 MIYASHIRO　エコ☆スターズ（埼玉県宮代町：地域の友だちによるグループ）

小・中・高校生の仲間で集まって、地球環境について真剣に考えて活動しています。
地元でとれた食材を自分たちで調理して食べることでエネルギー削減や地元の農業のことなどを考えよう！という企画を立て、

レシピの考案・食材集め・調理・試食するイベント「エコ☆スタLet's地産地show cooking」を、昨年から実施しています。
実施にあたっては、地産地消のメリットや現状の課題を勉強するとともに、イベント全体の内容、手順、流れの企画はもちろん、参
加者を募るポスターの制作や掲示まで自分たちで行いました。また、食材に関わっている方々の情報も伝えたいと考え、事前に地
域の梨園農家の方にインタビューして収穫までの大変さについての発表準備も行いました。
イベント当日は、地元の小学生や大人だけでなく他の地域のこどもエコクラブの参加もあり、皆はますますやる気満々に！一生懸

命米粉をこねてくれた小学生、日頃の料理の腕をいかんなく発揮してくれた大人の方など、皆さんそれぞれに熱心に取り組んでくれ
ました。農家の方のご苦労をまとめた発表もしっかりと聞いてもらえて、多くの方に地産地消についてじっくり考えていただくことが
できました。
このイベントを通して、自分たちも地元の食材の豊富さや新鮮な野菜の美味しさを再発見！イベント後も今回のレシピを農業イ
ベント等でたくさんの人に配布し、地産地消の大切さをアピールしています。これからも地域の方々と連携しながら、活動を盛り上
げていきたいと思います。

日本の子どもたちの環境活動

環境への取り組み
日本では、子どもたちが地域の中で楽しみながら自主的な環境活動・環境学習を行う「こどもエコクラブ」
の活動が全国各地で展開されています。環境活動をしている子どもたちを地方自治体、企業・団体など地域
社会が一丸となってサポートしています。

こどもエコクラブとは　

こどもエコクラブは、次世代を担う子どもたちが人と環境との関わりについての体験を積み重ねながら、環境を大切にする
心を養うとともに、将来の地域の環境活動をリードする人材を育成することを目的としています。環境省の支援や地方自治
体や企業・団体との連携を図りながら、これまでに日本全国で185万人以上の子どもたちが登録し、地域の大人とともに主
体的な環境活動を行ってきました。
子どもたちが主役となって自身が興味のある活動を地域の中で行うことで、活動が継続・発展し、地域を巻き込んだ環境活
動となって日本各地で広がっています。

?

「こどもエコクラブ」の
子どもたちの、子どもたちによる、子どもたちのための子どもたちの、子どもたちによる、子どもたちのための
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　　　ヒマワリを育てながら植物の生命力を実感！
 Young Gardener Club（兵庫県加古川市：地域の子育てセンターに集まっている親子のグループ）

自然や植物や食べ物のことなどを、園芸を通して考えているクラブです。メンバーは幼児とそのお母さんたち。無理のないペース
で花やハーブを育てています。
4月にはヒマワリの種植え、7月にはメンバーとヒマワリの背比べ、8月には来年のためのヒマワリの種を拾うなど恒例となってい
る活動のほか、春はペチュニア、秋はビオラやチューリップの球根を植えつけたり、押し花やどんぐり工作をしたりして楽しく植物に
親しんでいます。ヒマワリを育てる活動では、自分たちのまいた種から芽が出て、自分たちの背よりも大きくなり、花が咲いた後に
来年の種ができるというサイクルを体感でき、植物の生命力に感動しています。
また、秋に集めた桜の葉を使った草木染めにもチャレンジ！葉っぱを水で漬けこんだ染液で桜餅のようないい香りが部屋を包み
こみ、「いいにおい！」とメンバーから歓声が上がりました。各々に輪ゴムで縛ったり割り箸で挟んでみたりして、どんな模様が出来
上がるのかをみんなで待つのも楽しい時間です。布地によってもいろんな色合いとなり、大満足の活動となりました。
こういった活動をするうちに、散歩の途中で咲いている草花にも目がいくようになった子どもの姿や、暑い夏の日に自ら進んで

『のどの渇いている植物』に気持ちを込めて水をあげる子どもの姿を目にするようになり、一緒に活動している大人も大いに刺激を
受けています。

　　　里山での活動で自然のつながりを実感！
 まきのはら水辺の楽校（静岡県牧之原市：環境団体の呼びかけで集まった子どもたちのグループ）

地域の谷津田をフィールドに、無農薬での稲作、生き物観察、里山の保全などをしています。
主な活動の一つに田んぼでの代掻きや苗づくり、田植えや稲刈り、脱穀までの一連の稲作活動があり、メンバーみんなで泥んこ
になりながら元気に作業をしています。田んぼの土を掘り起こして活性化する「天地返し」は、特にメンバーのお気に入り！服が汚れ
てもなんのそのです。
田んぼの肥料は里山の中で集めた落ち葉を堆肥化したものを使うのですが、堆肥の中にいろんな虫の幼虫がいる理由や、腐葉
土を作るのにミミズが担っている重要な役割を学び、豊かな自然と生物多様性の大切さを感じる機会にもなっています。この里山
の自然を守るために、落ち葉を集める際には人工的なものにひっかかって堆積した落葉や、川に流されてしまう落葉のみを集める
など、里山の生態系を崩さないよう気をつけています。
また、複数年にわたって季節ごとの生物観察会を実施し、季節や年度による生き物の種類・数の違いを調査しています。川での調
査では、重機などで人工的に整備されている場所の周辺ではその前年より水生生物の種類が大きく減っていることがわかり、生き
物にとって周辺の環境の差が大きく影響することを実感しました。
自然の中の活動を通して、森も里山も川も海もつながっていることがわかってきました。こどもエコクラブの活動を続けて、自分

たちの町の豊かな自然を自分たちの手で守っていきます。

◆ こどもエコクラブについてのお問い合わせ ◆
こどもエコクラブ全国事務局（財団法人日本環境協会）

E-Mail：j-ecoclub@eic.or.jp　WEB：http://www.j-ecoclub.jp/
※登録無料！詳しくはWEBをご覧ください。

子どもたちの、子どもたちによる、子どもたちのための
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水なし印刷とは

東レの環境への取り組み
～ 東レの水なし印刷 ～

東レ（株）は、地球環境に対し素材メーカーとして果たすべき責任を考え、環境負荷の低
減に積極的に取り組んでいます。例えば、私たちの生活に身近な印刷物。東レ（株）は、
印刷時に揮発性有機化合物（VOC）の使用を大幅に減らし、環境負荷低減につなが
る「水なし印刷」を開発し、全世界の印刷会社にその印刷版を提供しています。実はこ
の「TUNZA」日本語版も、発行以来、一貫して「水なし印刷」で印刷されています。

環境と人に優しい水なし印刷

　従来のオフセット印刷は、印刷の原版（刷版）に
親水性の部分と撥水性の部分を作って水を引き、
水が油をはじく性質を利用して、インキがつかない
部分を作り出しています。水なし印刷で使用する水
なし刷版は、水の代わりにシリコーン層を使用し、
シリコーンが油（インキ）をはじく性質を利用して
います。水を使用しないことで、水に付随するトラ
ブルが無くなり、インキの乳化を抑え、高精細な画
質の再現性が得られます。

さっぱん

　従来の印刷で使用する水は、単なる水道水ではなく湿し水と言われ、H液や
IPA（イソプロピルアルコール）などの有害なVOCと言われる揮発性有機化合
物が含まれており、常に大量の湿し水を使用しているのが現状です。VOCは、
法律で使用が規制されている公害物質で、大量に吸うと胆管がんなどの疾患を
誘発したり、大気中に放出されることで光化学スモッグ等の原因になったりする
と言われています。水なし印刷は、この湿し水を一切使用しない環境や人に優し
い印刷方法と言えます。左は水なし印刷のシンボル「バタフライマーク」で、水な
し印刷の協会の発祥の地であるシカゴのあるイリノイ州の蝶（州虫）です。

しめ みず

世界に羽ばたくバタフライマーク

　1993年に印刷業者が中心となって、「水なし印刷」を啓蒙しようとシカゴに
集結し、水なし印刷協会（WPA）が結成されました。それから20年、水なし印刷
は世界に広がり、WPAは日本と欧州でも結成されました。日本WPAは、150社
以上が参加する一般社団法人となり、水なし印刷の啓蒙のみならず、カーボン
オフセットやカーボンフットプリントなど地球温暖化防止にも貢献しています。
　右の写真は、昨年５月にドイツのデュッセルドルフで開催された世界最大の印
刷機材展「drupa」に出展した東レ（株）のブースで、印刷機を持ち込んでの水なし
印刷の実演紹介を行いました。

http://www.waterless-print.com/
東レ株式会社（東レの水なし印刷ホームページ）

※一般社団法人日本WPA（http://www.waterless.jp/）
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　従来の印刷で使用する水は、単なる水道水ではなく湿し水と言われ、H液や
IPA（イソプロピルアルコール）などの有害なVOCと言われる揮発性有機化合
物が含まれており、常に大量の湿し水を使用しているのが現状です。VOCは、
法律で使用が規制されている公害物質で、大量に吸うと胆管がんなどの疾患を
誘発したり、大気中に放出されることで光化学スモッグ等の原因になったりする
と言われています。水なし印刷は、この湿し水を一切使用しない環境や人に優し
い印刷方法と言えます。左は水なし印刷のシンボル「バタフライマーク」で、水な
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TUNZA Vol. 31  A4 210×297 mm

特別協賛サポーター （五十音順）

環境関連協賛サポーター （五十音順）
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クリスティーナ・アギレラは31年の歩みの中で、さまざまな経験をしてきた。ニューヨークのスタテン・アイランドで育ち、幼くして歌手活
動をしていた彼女は、“大きな声の小さな少女”と評判だった。この表現は今なお、小柄な彼女にぴったりだ。彼女はその驚くほどパワフ
ルな声で、多くの若きシンガーたちに刺激を与え、4度のグラミー賞をつかんできたのである。また、 ローリングストーン誌の史上最も偉
大なシンガーにも選ばれている。

現在彼女は、世界有数のスターであることを生かして、飢え
を減らすための手助けをしている。2010年には、「世界
飢餓救済キャンペーン」の公式スポークスパーソンである

飢餓撲
ぼく

滅
めつ

大使に任命された。このキャンペーンは、ファストフード企
業のヤム・ブランズが展開し、国連世界食糧計画（WFP）への募金を
集めているものだ。大使としての彼女の取り組みにより、これまでに
2,250万ドルもの募金が集まっている。

1963年に設立されたWFPは世界最大の人道的な飢餓救済機関
で、戦争や飢饉、干ばつ、政治的混乱の影響を受けているおよそ70
カ国、9,000万人以上の人々に毎年、食べ物を用意している。また、
緊急時の食料支援のほかにも、学校給食を提供して幼い子どもたち
が教育を受け続けられるようにしたり、働いた対価として食糧を与え
たり、HIVやエイズをかかえて生活する人々に食事を届けたりしてい
る。貧しい国々でも食べ物がちゃんと生産されるように、WFPは地
元の農家から生産物を買い、より安定した市場で自立できるように
することで、農業が生まれ変わり、強化されるようにしているのだ。

アギレラは、世界飢餓救済キャンペーンについて、テレビで広く伝え
ている。また、出演したプロモーション映像では、ロサンゼルスの街
角で世界的にヒットしたバラード「ビューティフル」を歌い、まわりの
人を魅了した。さらに、飢えが人々の暮らしにどんな影響を及ぼして

いるのか、そして食糧支援は地域社会を立て直すためにいかに役立
つのかを確かめようと、ハイチやグアテマラといった食糧支援を受け
ている地域も訪れている。「ハイチのひどい現状を目にして、とても
心が痛みました。けれども同時に、そこに暮らす人々の気力にも心を
動かされたのです」と、ポルトープランスを訪れたアギレラは語った。
2010年に発生したマグニチュード7.0の地震のすぐあとに、彼女は
現地の学校に行き、子どもたちに米と豆を給仕したのである。さらに
難民キャンプを訪れ、そこに暮らす母親と子どもたちの苦しい状況
に心を痛めた。「みなさん、www.wfp.org/christinaのウェブサイト
を開いて、寄付をしてください。そうすれば、このような母子に食べ物
を届け、暮らしを立て直す手伝いができるのです」と彼女は話した。

自身もマックスという4歳の子を持つ母親であるアギレラは、とり
わけ育ち盛りの子どもたちに食べ物を与える必要性を強く訴えてい
る。「2歳以下の子どもが必要な栄養を得られなかった場合、あとに
なってその穴を埋めることは決してできないのです」。グアテマラの
高地にある村々では、地元の子どもたちの80％が栄養失調状態に
あり、これらの村を訪問した際に彼女はそのように話した。「およそ
15万人の女性と栄養不良の子どもたちに食糧を与え続けるため、
WFPでは今すぐ寄付を必要としています。WFPが活動を続けるた
めに必要な資金を得られるよう、わたしは人々の目を開き、関心を高
めていきたいのです」。

飢えに
力強く立ち向かう

A BIG VOICE 
AGAINST HUNGER


